
閻
錫
山
政
権
の
財
政
整
理
事
業

　
　
　
－
一
九
三
〇
年
代
中
国
に
お
け
る
軍
閥
地
方
割
拠
に
つ
い
て
の
一
考
察
1

内
　
　
田

知
　
　
行

（59）閻錫山政権の財政整理事業

は
じ
め
に

　
一
九
三
四
－
三
六
年
時
期
、
中
国
各
省
で
は
田
賦
附
加
税
軽
減

と
苛
掲
雑
税
廃
止
と
を
二
本
柱
と
し
て
財
政
整
理
事
業
が
行
な
わ

れ
た
。
本
稿
で
は
、
山
西
・
緩
遠
（
以
下
、
晋
緩
）
両
省
に
お
け

る
同
事
業
の
経
過
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
財
政
整
理
事
業
の
申
国

・
全
体
に
関
す
る
動
向
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
財
政
都
長
孔
祥
煕
が

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
昨
年
（
一
九
三
四
年
）
五
月
の
第

二
次
全
国
財
政
会
議
に
お
い
て
苛
損
雑
税
の
範
囲
並
に
地
租
附
加

税
軽
滅
の
標
準
が
決
せ
ら
れ
、
そ
の
実
施
方
に
つ
き
す
で
に
致
府

の
発
令
を
見
た
る
と
こ
ろ
、
同
年
七
月
一
日
よ
ヶ
一
二
月
末
に
至

る
間
に
お
い
て
こ
れ
を
実
行
せ
る
も
の
は
江
蘇
・
断
江
・
安
徽
・

河
北
・
山
東
・
河
南
・
山
西
・
察
喀
爾
・
綾
遠
・
湖
北
・
湖
南
・

江
西
・
福
建
・
広
東
・
広
西
・
広
西
・
雲
南
・
貴
州
・
寧
夏
・
甘

粛
・
青
海
・
北
平
・
威
海
衛
等
二
三
省
市
に
わ
た
り
、
そ
の
種
類

は
三
六
〇
〇
余
種
、
そ
の
金
額
は
年
額
二
八
八
九
万
余
元
に
達
せ

り
。
そ
の
後
引
続
き
本
年
八
月
末
ま
で
に
江
蘇
・
断
江
・
安
徽
・
。

河
北
・
河
南
・
山
西
・
綬
遠
・
福
建
・
広
東
・
貴
州
・
寧
夏
・
廿

粛
・
察
恰
爾
・
陳
西
・
青
海
・
北
平
・
威
海
衛
等
の
省
市
に
お
い

て
実
行
せ
ら
れ
た
も
の
計
一
六
〇
〇
余
種
、
そ
の
金
額
二
〇
一
四

万
元
に
上
れ
り
。
即
ち
昨
年
七
月
よ
り
本
年
八
月
に
至
る
一
年
二

力
月
の
間
に
廃
止
せ
ら
れ
た
る
苛
招
雑
税
並
氷
軽
減
せ
ら
れ
た
る
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一橋論叢第91巻第6号（60）

地
租
附
加
税
は
合
計
五
〇
〇
〇
余
種
、
税
額
年
四
九
〇
〇
余
万
元

　
　
　
　
　
＾
1
）

の
巨
額
に
達
せ
り
L
。
以
上
の
よ
う
に
、
財
政
整
理
事
業
は
中
央

政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
の
下
、
各
省
地
方
政
府
の
協
カ
を
得
て

展
開
さ
れ
た
大
事
業
で
あ
ウ
た
。

　
財
政
整
理
事
業
の
経
過
は
民
国
期
経
済
史
研
究
の
遅
れ
と
相
侯

っ
て
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
興
味
深

い
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
制
度

改
革
に
か
か
わ
る
当
時
の
省
地
方
権
カ
の
あ
り
よ
う
が
、
徴
税
と

い
う
政
治
権
カ
の
維
持
に
最
も
緊
密
に
関
係
す
る
行
為
の
側
面
か

ら
吟
味
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
本
来
な
ら
ぱ
財
政
整
理
事
業
の
検
討
は
領
域
を
晋
緩
両
省
に
か

ぎ
る
こ
と
な
く
、
中
国
全
体
を
見
通
し
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
目
下
の
筆
者
の
カ
量
や
問
題
意
識
を

は
る
か
に
超
え
る
も
の
と
な
る
。
筆
者
は
「
一
九
三
〇
年
代
に
お

け
る
閻
錫
山
政
権
の
財
政
政
策
」
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
、
二
五
巻
七

号
、
一
九
八
四
年
七
月
刊
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
掲
載
予
定
）

と
題
す
る
論
説
の
発
表
を
予
定
し
て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
継
続
作

業
と
し
て
対
象
領
域
を
晋
緩
両
省
に
限
定
す
る
。
従
っ
て
、
筆
者

の
視
角
は
き
わ
め
て
個
別
的
、
特
殊
的
で
あ
る
。
前
記
拙
稿
で
は
、

閻
錫
山
政
権
の
財
政
問
題
を
静
態
的
、
巨
視
的
に
み
た
。
そ
の
た

め
に
財
政
の
要
た
る
徴
税
の
現
実
が
い
か
な
る
問
題
を
は
ら
み
、

そ
れ
が
い
か
に
克
服
さ
れ
た
か
（
あ
る
い
は
未
解
決
で
残
さ
れ
た

か
）
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
は
議
論
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
前
記
拙
稿
で
は
、
晋
緩
政
権
の
地
方
割
拠
支
配
の
動

揺
を
共
産
軍
「
東
征
」
と
綾
遠
抗
戦
と
を
主
因
と
す
る
外
か
ら
の

衝
撃
と
の
脈
絡
で
論
じ
た
。
こ
の
観
点
を
強
調
す
る
と
一
種
の
外

因
論
的
解
釈
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
む
し
ろ
、

閻
錫
山
政
権
の
か
か
え
る
内
的
な
弱
さ
が
外
因
を
契
機
と
し
て
露

呈
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
を
採
り
た
い
。
そ
の
内
的
な
弱
さ
、
換
言

す
れ
ぱ
危
機
の
状
況
に
直
面
し
た
晋
綾
政
権
に
お
け
る
そ
の
問
題

解
決
能
カ
の
如
何
を
明
ら
か
に
す
ぺ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ

の
た
め
に
着
眼
す
べ
き
論
点
は
い
く
つ
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿

で
は
財
政
整
理
事
業
へ
の
取
組
み
と
い
う
側
面
か
ら
如
上
の
問
題

を
考
え
て
み
た
い
。

　
以
上
、
本
稿
の
課
題
お
よ
ぴ
意
図
を
述
べ
た
。

田
賦
・
苛
摘
雑
税
徴
収
の
概
況

晋
緩
両
省
に
お
け
る
財
政
整
理
事
業
が
直
面
し
た
現
実
に
つ
い

て
ま
ず
略
述
し
た
い
。

ω
　
田
賦
徴
収
概
況
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（61）閻錫山政権の財政整理事業

表1　山西省田賦概況 民国22（1933）年度

　　　　　　　　　　　〔単位：元〕

地区名

省金体

永済

平遥

扮陽

楡次

文水

安邑

長治

陽曲

田賦正税

5，983，651
　（70．O）

1η，063
（74．1）

145，796
（56－1）

135，848
（73．7）

131，643
（78，2）

130，719
（69．4）

128，798
（72．6）

128I250
（76－1）

125，120
（78．O）

田賦附加税

省附カロ

1，434，944
　（16．8）

42，388

（17－7）

36，388

（14－0）

33，942
（18．4）

30，276

（18．O）

30，868

（16．4）

31，926

（18－O）

31，070

（18．5）

29，646

（18．5）

県附カロ

1，129，483
　（13．2）

19，459

（8－2）

7ア，762

（29．9）

14，442

（7．9）

　6，348
（3．8）

26，755

（14．2）

16ヨ714

（9．4）

　9，243
（5，4）

　5，500
（3．5）

合　　計

8，548，0ア8
（100．O）

238，910
（100．0）

259．g46
（100．0）

18卑，232
（1OO．O）

168，267
（100．O）

188，342
（100．0）

1η，438
（100．O）

168，563
（100．0）

160，266
（100．0）

（出所）

（備考）

財政部財政年鑑編纂処編『財政年鑑』。商務印書館，1935年，20畠8

－2093頁．

（）内は百分率。

　
田
賦
は
旧
中
国
で
は
長
い
あ
い
だ
国
税
の
大
宗
で
あ
っ
た
が
、

一
九
二
七
年
七
月
、
南
京
の
国
民
政
府
が
公
布
し
た
「
国
家
収
入

地
方
収
入
区
分
暫
行
標
準
案
」
に
よ
り
以
後
地
方
税
の
項
目
と
し

て
確
定
さ
れ
た
。
山
西
省
の
田
賦
は
明
代
の
洪
武
年
間
に
大
き
な

整
理
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
清
代
二
六
〇
余
年
の
間

時
に
徴
収
さ
れ
た
。

で
省
・
県
附
加
は
二
五
六
万
四
四
二
七
元
、

を
占
め
た
。

正
附
税
合
計
に
占
め
る
附
加
税
の
比
率
は
、
最
高
が
平
遥
県
の
四

三
．
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
低
が
楡
次
県
の
二
一
・
八
バ
ー
セ
ン
ト

は
部
分
的
な
整
理
が
行
な
わ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
民
国

期
に
入
っ
て
も
そ
の
構
造
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
か

っ
た
。
省
内
各
県
の
田
賦
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
り
、

④
地
丁
、
◎
米
豆
、
◎
租
課
の
三
種
か
ら
な
っ
て
い

た
。
清
末
で
は
田
賦
総
額
は
省
全
体
で
銀
二
九
三
万

六
七
五
四
両
前
後
、
う
る
う
年
で
は
さ
ら
に
銀
二
九

二
〇
両
増
徴
さ
れ
た
。
民
国
初
（
一
九
一
二
）
年
の

改
革
に
よ
り
田
賦
は
銀
元
に
換
算
し
て
徴
収
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
換
算
比
率
は
民
国
三
年
に
改
訂
さ
れ

た
。
民
国
二
二
（
一
九
三
三
）
年
度
（
と
恩
わ
れ
る

が
）
の
田
賦
正
税
徴
収
額
は
、
⑦
地
丁
一
五
六
七
万

垂
二
七
三
元
、
◎
米
豆
二
一
八
万
七
八
八
二
兀
、
◎

租
課
一
二
万
〇
三
九
九
元
、
合
計
五
九
八
万
三
六
五

　
　
　
　
＾
2
〕

三
元
で
あ
っ
た
o

　
田
賦
徴
収
に
お
い
て
は
、
省
附
加
・
県
附
加
が
同

　
　
　
表
1
に
よ
れ
ぱ
、
民
国
二
二
年
度
、
省
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
附
税
合
計
の
三
割

正
税
徴
収
規
模
の
大
き
い
八
県
に
つ
い
て
み
る
と
、
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一橋論叢

表2綴遠省田賦概況一民国22（1933）年度一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔単位1元〕

地区名 田賦正税 日ヨ賦附カロ税 合　　計
田賦正税

実徴額

第91巻第6号（62）

　　「当　ン省で
嚢ザ蒸奪
と禽褒ボ

で
あ
っ
た
。
正
税
に
対
す
る
附
加
税
の
比
率
を
表
1
か
ら
み
る
と
、

省
全
体
で
は
約
四
三
バ
ー
セ
ン
ト
、
平
遥
県
で
は
約
七
八
バ
ー
セ

ン
ト
、
楡
次
県
で
は
約
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

当
時
の
全
国
各
省
の
状
況
を
み
る
と
、
附
加
税
額
が
正
税
額
を

「
超
過
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
と
え
ば
江
蘇
一

368，117
〔65．7〕

1，420，055

（100．O）
859，643
（60．5）

560，412
（39．5）省全体

:~ 
~
~
;
 

124, 793 75, 371 200, 164 84, 725 

FEI 
(62. 3) (37. 7) (100. O) C67. 9) 

n~ 
~~~ ~~~ 

75, 247 62, 600 137, 847 51, 801 
IE (54. 6) (45. 4) (100. O) C68. 9) 
~;8 

~t ~~; 
~
Q
 

60. 172 67, ooo 127, 172 36, 644 

'~~ (47. 3) (52. 7) (100. O) C60. 8) 

~i 
-'~ Jll 

55, 561 129, 715 185, 276 42, 279 

a) (30. o) (70, o) (100. O) C76. 
1
)
 ~

 L~ ~~~t~? 
35, 386 7 l, 003 106, 389 19, 259 

l¥ 
(33* 3) (66. 7) (100. O) C54. 5) 

~
~
 ~~ 

~
:
~
 

35, 159 46, ooo 81, 159 19. 610 
(43. 3) (56. /~) (100. O) C55. 

7
)
 

（出所）

（備考）

財政都財政年鑑編纂処編『蛸政年鑑』、商務印書鮫，1935年2113－2114
頁。

（）内肚百分率。〔〕内は正税名目徴収額に対する実徴額の百分率。

省
で
は
二
六
借
を
超
え
る
所
が
あ
り
、
湖
北
省
で
は
八
○
余
倍
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

も
な
り
、
主
従
が
転
倒
す
る
と
い
う
有
様
L
で
あ
っ
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
山
西
省
に
お
け
る
附
加
税
徴
収
は
他
省
に
お
け
る

ほ
ど
劣
悪
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
な
お
、
表
1
に
は
田
賦
正
税
の
実
徴
率
を
付
し
て
い
な
い
が
、

「
最
近
歴
年
の
実
収
は
、
お
よ
そ
八
割
か
ら
九
割
の
。
あ
い
だ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
田
賦
納
税
形
態
。
銀
元
に
よ
る
納
税
が
基
本
で
あ
っ
た
が
、
銀

両
ま
た
は
現
物
に
よ
る
納
税
も
存
在
し
た
。
一
九
三
四
年
の
省
財

政
庁
調
査
に
よ
れ
ば
、
銀
両
に
よ
る
納
税
が
行
な
わ
れ
て
い
る
県

の
う
ち
で
一
畝
あ
た
り
銀
両
納
税
額
が
最
も
高
い
県
は
翼
城
・
新

緯
な
ど
で
あ
り
（
一
畝
あ
た
り
一
銭
五
分
以
上
）
、
最
も
低
い
県

は
右
玉
で
あ
っ
た
（
同
九
厘
四
毫
三
糸
）
。
銀
元
に
よ
る
納
税
が

行
な
わ
れ
て
い
る
県
で
一
畝
あ
た
り
納
税
量
が
最
も
高
い
県
は
臨

扮
で
あ
り
（
同
三
角
二
厘
）
、
土
地
の
や
せ
た
聞
喜
・
山
陰
は
低

か
っ
た
（
同
一
分
）
。
苛
嵐
で
は
現
物
に
よ
る
納
税
が
行
な
わ
れ

τ
い
た
が
。
（
同
四
升
）
、
他
の
地
方
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ

？
）た

。
こ
う
し
た
様
相
は
山
西
農
村
経
済
の
閉
鎖
性
の
一
端
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
財
政
整
理
事
業
の
底
辺
農
村
へ
の
浸
透
が
容
易
で

な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
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（63）閻錫山政檎の財政整理事業

　
次
に
、
緩
遠
省
の
困
賦
徴
収
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　
同
省
の
主
産
物
は
畜
産
物
・
石
炭
な
ど
で
あ
っ
て
、
穀
物
生
産

の
比
重
は
低
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
田
賦
収
入
も
他
の
農
業
省

と
比
べ
て
利
か
っ
た
。
民
国
二
三
・
二
四
年
度
歳
入
概
算
中
に
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

め
る
田
賦
の
比
率
は
約
二
割
で
あ
っ
た
。

　
同
省
の
田
賦
正
税
は
、
⑦
地
丁
、
◎
租
課
の
二
種
か
ら
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヱ

い
た
が
、
当
時
に
お
け
る
徴
収
構
成
は
不
詳
。
表
2
に
よ
れ
ぱ
、

民
国
二
二
年
度
名
目
徴
収
額
は
五
六
万
〇
四
二
一
元
、
実
徴
額
は

三
六
万
八
一
一
七
元
、
実
徴
率
は
約
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

徴
税
成
綾
は
山
西
省
と
比
べ
て
よ
く
な
い
が
、
こ
れ
は
省
政
権
の

財
政
基
盤
の
脆
弱
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
附
加
税
は
山

西
省
よ
り
も
重
く
、
省
全
体
で
は
正
税
実
徴
額
に
対
し
て
約
二
・

三
倍
で
あ
っ
た
。

　
ω
　
苛
摺
雑
税
徴
収
概
況

　
苛
損
雑
税
徴
収
上
の
間
趨
は
、
二
点
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
と

思
う
。
第
一
点
は
、
驚
く
べ
き
多
種
多
様
な
徴
税
項
目
の
存
在
で

あ
る
。
第
二
点
は
、
徴
税
に
あ
た
っ
て
の
人
間
の
問
題
、
す
な
わ

ち
民
の
怨
嵯
の
的
と
な
っ
た
官
吏
に
よ
る
不
正
行
為
の
蔓
延
で
あ

る
（
こ
れ
は
田
賦
徴
収
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
）
。
無
論
、

こ
れ
ら
。
の
間
題
は
晋
綬
両
省
に
特
殊
な
現
象
で
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
当
時
の
中
国
杜
会
に
普
遍
的
な
悪
弊
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
他
地
域
に
お
け
る
よ
り
ク
リ
ア
な
事
例
を
引
い
て
間
趨
を

説
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
節
で
は
、
で
き
る

だ
け
晋
緩
両
省
の
材
料
に
則
し
て
考
え
て
み
た
い
。

　
第
一
点
。
民
国
二
一
（
一
九
三
二
）
年
度
に
徴
収
さ
れ
、
苛
摘

雑
税
廃
止
の
掛
け
声
の
中
で
民
国
二
三
年
度
に
つ
い
て
徴
収
が
廃

止
さ
れ
た
山
西
省
の
苛
掲
雑
税
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
（
以

下
「
…
…
」
で
く
く
ら
れ
た
税
項
目
ば
中
国
語
原
語
）
。
「
商
民
灘

款
」
（
商
人
へ
の
強
制
割
当
金
）
、
「
商
窟
民
灘
款
」
（
同
前
）
、
「
出

境
糧
掲
」
（
穀
物
移
出
税
）
、
「
随
糧
帯
徴
」
（
穀
物
運
輸
税
）
、
「
随

糧
徴
収
掲
」
（
同
前
）
、
「
地
方
掘
」
（
地
方
税
）
、
「
按
閻
灘
款
」

（
閻
毎
の
強
制
割
当
金
）
、
「
核
村
閻
郷
難
款
」
（
村
・
閻
・
鄭
毎
の

強
制
割
当
金
）
、
「
按
戸
灘
款
」
（
戸
毎
の
強
制
割
当
金
）
、
「
警
損
」

（
響
察
税
）
、
「
各
村
防
務
灘
款
」
（
各
村
治
安
維
持
に
対
す
る
強
制

割
当
金
）
、
「
質
店
揖
」
（
質
屋
税
）
、
「
牧
畜
摺
」
（
牧
畜
税
）
、
「
修

路
掲
」
（
道
路
建
設
税
）
、
「
花
摘
」
（
花
柳
界
に
対
す
る
営
業
税
）
、

「
羊
掲
」
（
羊
税
）
、
「
車
摘
」
（
車
輔
税
）
、
「
串
票
掘
」
（
不
詳
。

「
串
票
」
は
納
税
領
収
証
の
意
）
、
「
煤
摘
」
（
石
炭
税
）
、
「
泥
木
鉄

掲
」
（
不
詳
。
「
泥
」
は
「
水
泥
」
1
ー
セ
メ
ン
ト
の
意
か
？
）
、
「
炭

秤
等
掲
」
（
不
詳
）
、
「
駄
駿
摘
」
（
ラ
バ
に
よ
る
運
輸
業
者
に
対
す
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表3 山西省浮山県政府収入一民甲22（1933）

年度一　　　　　　　　　　　　1単位1元〕

項　　　目

田賦附加差僑

田賦附加学款

田賦附加区款

田賦附加地方各款

留県二麓斗掲

牲畜損

煤　指

舗　招

公益絹

皮毛指

羊　指

犬戯摘

影戯摘

出境糧摘

過境猪掲

年徴収額

　576
1．344

3．842

4．418

1．483

2．049

　121
　635
1．118

　140
2．680

　496
　101
1．450

　16

項　　　目

婚帖損

婚帖附加

蹴鰺掲

油　掘

房産租

廟産租
地　租

草契紙価
田房公証費

契約罰金

串稟指

建設局収益

商民灘款

各村学校灘款

年徴収額

　489
　606
　70
　100
　112
　165
　268
　418
　η9
　437
　28
　55
3．193

　547

合 計　　　　　　　2ア，ア36

（出所）

（碗考）

表4

省級苛摘薙税項目〔単位：元〕

項　　　　目 年徴収額

公債加徴斗掲 50，349

船筏護送費 40，007

兼草船照費 30I105

駄　掲 21，060

煤炭据 18．129

公債加徴煤炭絹 11，9ア9

猪毛髪掲
10054　，

蝶松棚路工軍駄摘 8，240

油　拍 8，142

口北蒙塩食戸絹 7，005

貨衛掲 6，011

船筏護送附徴弁公費 5，166

苗圃経費 31050

含　　　　計 219，297

（出所）財政部財政年鑑編宴処繍『財政
年鑑』商務印暫館。1935隼．
2姑1－2帖2百＾

『浮山県志』巻15。財政（中国方志叢暫，華北地方416，380－393
頁。

原数字の1元未満の端数は四捨五入Lた。また損税収入で杜い
「掘款生一匡」83元は省略した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　列3が　　いが
緩逮省にて1934年8－12　らては　お記）、いも取
月の期間徴収免除された　も徴’以きさを別まのり
　　　　　　　　　　　　　r収民上たれ紹に列もた
　　　　　　　　　　　　　公が国のいた介県言己少て
　　　　　　　　　　　　　償廃二現。もし級しなら
　　　　　　　　　　　　　加止三実　のたのたくれ
　　　　　　　　　　　　　徴さ（は　がい事のなて
　　　　　　　　　　　　　斗れ一綴　少。例はいお
　　　　　　　　　　　　　摘た九遠　な同と同。り
　　　　　　　　　　　　　L省三省　か表し省　　’
　　　　　　　　　　　　　（級四に　ら税て全　語
　　　　　　　　　　　　　奮嘉㌶喜箒琶箆禦

　　　　　　　　　　　　　　　雑八て　まに県苛　ら
　　　　　　　　　　　　　1llllll11

　　　　　　　　　　　　　送あのあ　点税収目　内
　　　　　　　　　　　　　警る期っ　をと入概　容
　　　　　　　　　　　　　（。間た　確し統況　の
　　　　　　　　　　　　　船同に。　認て計で　判
　　　　　　　　　　　　　筏表つ表　し右（あ　ら
2351＿2湖瓦　　　　にかい4　てに表る　な

雀薄附㍗担
　　皮加　rlll11l

832



県

表5綴達省四県における苛指雑税徴収停止項目

23（！934）年度一

名1徴収停止税項目

帰綴県

碑瓦石灰密掲

婚書費

財政経費

田房牙紀費

鼓橋揖

茶館館揖

　　　計

1金額
　200
　816
1，700

　∬5
　455
3．000

6，726

1県　名

滴水河県

民国

徴収停止税項目

戯　掲

磁密掲

甘草摘

銀炉掲

渡口損

婚帖瞥価

商船掲

〔単位：元〕

金　額

50

75

10

10

50

800

110

　
　
　
　
　
価

掲
掲
摘
掲
損
瞥
掲
費

　
密
草
炉
口
帖
船
契

戯
磁
甘
銀
渡
婚
商
草

地畝灘款 8．500
草契費 150

灘販摘 140
計 1，255

興和県
炭車損 ユ60

鼓楽経轄掲
地方牲畜附カロ損 1，OOO

200 禁煙特指
田賦附掘

ユ，200

20，000

集寧県
薬膏損 600

計 29，OOO 猪羊腸附加摺 200

（出所）財政都財政年鑑編纂処繍『財政年鑑』，
田賦附加補助指 3，500

商務印書館、1935年、2352－2353頁。
計 6．500蜥〕鰯畿ア欝苧澱驚1

謹）

計

徴収停止爽行月は燭綬県「秦館館摘」が1935年1月である他はすへ’〔19糾年9

6．50

10月‘
月削・L

（65）　閻錫山政権の財政整理事案

対
す
る
通
行
料
？
）
、
「
莱
草
船
照
費
」
（
兼
草
船
に
対
す
る
鑑
札

料
？
）
、
「
駄
摘
」
（
役
畜
利
用
の
運
送
業
者
に
対
す
る
税
）
・
「
煤

炭
摺
」
（
石
炭
税
）
、
「
公
債
加
徴
煤
炭
掲
」
（
不
詳
）
、
「
猪
毛
察

摘
」
（
豚
の
剛
毛
税
）
等
々
、
種
々
雑
多
な
名
目
の
苛
指
雑
税
の

存
在
が
知
ら
れ
る
。
県
級
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
傾
向
の
存
在
し

た
こ
と
が
、
同
省
内
四
県
に
お
い
て
廃
止
さ
れ
た
苛
絹
雑
税
リ
ス

ト
を
示
し
た
表
5
か
ら
知
ら
れ
る
。

　
な
お
、
表
3
に
よ
れ
ぱ
、
四
種
類
の
田
賦
附
加
額
が
県
収
入
全

体
に
占
め
る
比
率
は
三
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
き
わ
め
て
高
か
っ

た
。
表
5
の
興
和
．
集
寧
両
県
で
も
、
田
賦
附
加
額
は
他
の
税
項

よ
り
も
ず
っ
と
大
き
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
田
賦
附
加
税
間
趨

が
財
政
整
理
事
業
に
お
け
る
主
要
課
趨
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
点
。
徴
税
上
の
不
正
行
為
に
つ
い
て
。

　
ま
ず
山
西
省
に
つ
い
て
象
徴
的
事
例
を
示
す
と
、
省
内
各
県
の

財
政
事
情
を
調
査
し
て
一
九
三
四
年
春
に
戻
っ
て
き
た
委
員
た
ち

の
唾
言
を
ま
と
め
た
次
の
よ
う
な
材
料
が
あ
る
。
「
全
省
各
県
財

政
経
過
に
つ
き
今
回
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
弊
害
の
な
い
県
は

な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
山
西
省
南
部
で
は
・

翼
城
．
曲
沃
．
晋
城
・
陽
城
・
垣
曲
は
最
近
客
軍
を
迎
え
た
た
め

徴
発
が
は
な
は
だ
し
く
、
不
正
収
奪
の
程
度
も
と
り
わ
け
深
か
っ

た
。
こ
の
ほ
か
各
県
の
村
財
政
を
み
る
と
、
村
長
に
よ
る
不
正
の

833



宇橋論叢　第91巻　第6号　（66）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
o
・
〕

た
め
に
時
と
し
て
紛
糾
が
発
生
し
た
L
。
こ
こ
で
、
「
審
軍
に
よ
る

徴
発
」
に
関
連
し
た
「
不
正
収
奪
」
は
官
吏
に
よ
る
不
正
行
為
そ

の
も
の
ば
か
り
か
、
雑
多
無
軌
道
な
苛
摘
薙
税
徴
収
を
も
指
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
右
記
の
引
用
よ
り
も
更
に
ク
リ
ア
な
材
料
が
あ
る
。
三
四
年
四

月
、
晋
綴
財
政
整
理
処
が
制
定
し
た
「
徴
収
人
員
舞
弊
懲
罰
条

術
－
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
条
例
は
徴
税
職
員
に
よ
る
不
正
行
為
を

具
体
的
に
規
定
し
、
不
正
取
得
金
額
、
こ
と
に
科
料
．
刑
罰
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。
同
条
例
の
規
定
す
る
「
不
正
行
為
」
は
次
の
通

り
。
①
掲
税
の
徴
収
に
あ
た
り
、
多
く
徴
収
し
少
な
く
報
告
す
る

者
、
②
税
金
を
徴
収
し
、
釣
銭
を
支
払
う
さ
い
に
補
助
貨
幣
に
よ

る
換
算
を
公
定
相
場
に
よ
っ
て
実
行
せ
ず
、
中
間
搾
取
を
し
よ
う

と
す
る
者
、
③
小
額
紙
幣
を
く
す
ね
る
者
、
④
い
い
か
げ
ん
な
事

項
を
記
入
す
る
者
、
⑤
罰
金
を
隠
匿
す
る
者
、
⑥
商
人
か
ら
賄
賂

を
受
け
と
る
者
、
⑦
そ
の
他
の
方
法
で
税
金
を
着
服
す
る
者
。
以

上
の
規
定
か
ら
官
吏
（
特
に
末
端
官
吏
）
に
よ
る
各
種
各
様
の
汚

職
の
一
端
が
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
っ
て
興
味
深
い
。

　
緩
遠
省
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
二
年
二
一
月
、
省
政
府
主
席
僅

作
義
が
省
内
各
県
に
田
賦
整
頓
の
た
め
に
発
し
た
指
示
が
あ
る
。

指
示
は
田
賦
徴
収
が
あ
ま
り
に
不
平
等
で
あ
る
こ
と
、
官
吏
の
腐

敗
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
は
な
は
だ
し
き
は
、
官
吏
の
身
分
に
あ
り
な
が
ら
耕
作
す
る
田

畑
に
つ
い
て
田
賦
を
納
付
し
な
い
者
が
多
い
。
悪
習
は
伝
染
し
、

各
県
に
普
遍
の
風
潮
と
な
っ
て
い
る
。
県
長
の
職
に
あ
る
者
は
、

富
戸
・
官
吏
を
手
厚
く
保
護
し
た
り
、
や
り
た
い
放
題
を
許
し
た

り
し
て
、
ま
じ
め
に
納
税
の
催
促
を
し
よ
う
と
し
な
い
。
そ
こ
で
、

貧
民
の
負
担
は
加
重
し
、
生
計
は
逼
迫
し
て
い
る
」
。
そ
こ
で
、

指
示
は
県
財
政
局
に
対
し
て
、
田
賦
徴
収
に
あ
た
っ
て
は
「
官

吏
・
宮
戸
の
別
な
く
一
偉
に
規
則
に
し
た
が
い
ま
じ
め
に
催
促
す

　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

る
」
よ
う
に
命
じ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
掲
税
項
目
が
か
ぎ
り
な
く
雑
多
で
あ
っ
た
な

ら
、
徴
税
方
法
は
す
さ
ま
。
じ
い
ま
で
に
無
軌
道
で
あ
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
法
に
よ
る
支
配
も
近
代
的
官
僚
主
義
も
ま
る
で
入
り
こ
む

余
地
は
な
く
、
悪
し
き
人
治
主
義
の
み
が
横
行
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

二
　
山
西
省
に
お
け
る
財
政
整
理
事
業

　
…
　
山
西
省
政
建
設
十
年
計
画
に
お
け
る
財
政
整
理

　
一
九
三
〇
年
代
中
国
に
お
け
る
財
政
整
理
は
、
三
四
年
五
月
の

第
二
次
全
国
財
政
会
議
を
出
発
点
と
す
る
と
い
わ
れ
る
。
同
会
議
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で
採
択
さ
れ
た
「
整
理
地
方
財
政
案
」
と
題
す
る
決
議
が
田
賦
附

加
の
軽
減
、
苛
摺
雑
税
の
鹿
止
等
に
対
す
る
方
針
を
提
起
し
て
い

　
　
　
　
　
£
〕

た
か
ら
で
あ
る
。
山
西
省
に
お
い
て
も
、
こ
の
会
議
は
財
政
整
理

事
業
へ
の
刺
激
と
な
つ
た
。
し
か
し
、
同
省
の
場
合
は
、
三
三
年

　
一
月
に
開
始
し
た
山
西
省
政
葱
設
十
年
計
画
が
起
点
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
計
画
の
『
計
画
案
』
は
「
整
頓
財
政
」

の
項
目
に
お
い
て
、
税
務
の
整
頓
、
財
務
行
政
組
織
の
統
一
・
預

算
決
算
の
励
行
と
あ
わ
廿
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
田
賦

整
理
と
土
地
整
理
と
は
同
時
に
並
進
さ
せ
る
。
責
任
機
関
は
〔
晋

緩
〕
財
政
整
理
処
お
よ
び
〔
省
政
府
〕
財
政
庁
と
㌧
梵
」
。
す
な

わ
ち
、
国
民
政
府
財
政
部
の
存
在
な
ど
眼
中
に
な
く
、
独
自
に
財

政
整
理
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
「
整
頓
財
政
」
項
目
に
は
末
尾
に
「
整
頓
財
政
専
案
」

を
附
す
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
筆
者
は
「
専
案
」
の
存
在
を
知
ら

な
い
。
こ
れ
が
あ
れ
ぱ
、
更
に
つ
っ
こ
ん
で
山
西
省
に
お
け
る
財

政
整
理
事
業
の
内
実
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
恩

一
蝉

、
つ

　
ω
　
田
賦
整
理
を
め
ぐ
っ
て

　
田
賦
整
理
を
実
行
す
る
た
め
の
基
礎
過
程
と
し
て
農
地
面
積
の

算
定
作
業
が
あ
る
。
当
時
、
算
定
方
法
に
は
「
陳
報
」
（
申
告
）

と
「
清
丈
」
（
測
量
）
と
が
あ
っ
た
が
・
国
民
政
府
に
お
い
て
一
蛇
・

山
西
省
政
府
に
お
い
て
も
申
告
が
採
ら
れ
た
。

　
こ
の
点
に
か
ん
し
て
山
西
省
の
方
針
を
示
す
好
個
の
材
料
が
、

三
三
年
七
月
、
「
晋
綾
整
理
賦
税
委
員
長
」
孫
群
が
行
な
っ
た
談

話
で
あ
る
。
孫
は
田
賦
整
理
を
め
ぐ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
一
旭
。

　
、
、
現
在
一
般
の
財
政
家
は
田
賦
整
理
に
つ
い
て
「
清
丈
」
を

　
主
張
す
る
が
、
自
分
は
こ
れ
に
反
対
で
あ
っ
て
「
登
記
」
を
主

張
す
る
。
「
清
丈
」
に
反
対
す
る
根
拠
は
、
こ
の
作
業
に
は
時

間
が
か
か
り
（
三
年
は
必
要
）
、
人
員
が
要
り
（
全
省
で
一
〇

　
五
〇
人
は
必
要
）
、
金
が
要
る
（
＝
ニ
ハ
万
八
○
O
O
元
は
必

要
）
か
ら
で
あ
る
。

　
b
、
登
記
方
法
。
④
各
村
に
「
田
地
登
記
委
員
会
」
を
設
立
す

る
。
構
成
員
は
村
長
・
「
聡
明
な
紳
士
」
・
学
校
教
員
・
中
学
や

大
挙
の
卒
業
生
な
ど
。
戸
数
三
〇
〇
戸
、
農
地
三
〇
〇
〇
畝
以

上
の
村
に
設
立
す
る
。
◎
初
め
の
一
力
月
は
登
記
の
た
め
の
公

告
期
間
と
し
、
登
記
の
利
益
・
方
法
を
宣
伝
す
る
。
◎
登
記
期

間
は
三
力
月
。
委
員
会
は
人
民
の
提
出
し
た
「
田
地
契
拠
」

（
土
地
証
書
）
を
審
査
し
て
、
各
村
毎
に
「
田
地
登
記
清
柵
」

を
作
成
す
る
。
θ
区
登
記
委
負
会
は
村
登
記
清
冊
の
稿
本
を
審

査
す
る
。
㊥
そ
れ
を
県
に
送
付
し
て
、
県
登
記
清
冊
を
作
成
。
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θ
最
後
に
省
登
記
清
冊
を
作
成
す
る
。

C
、
登
記
完
了
後
、
政
府
は
人
民
に
「
田
地
所
有
権
状
」
を
交

表6山西・緩達両省苛掲薙税廃止・田賦附加税軽減報告

省　名／項　目

山西省／菖鱗鶴

綬遠省／菖鰯錨

合 計

1934．7－12　1935．1～8　合計款額掲税種類数
原報款額（元）続報款額（元）　　（元）　　　（件）

6，450．855

　241．383

　23，500

一・・，…

　488．982

　704．119

　23．693

1，216，794

6，939．837

　945．502

　47．193

7，932，532

38

54

4

96

（出所）　申報年鑑社編刊『申報年鑑』（民国25年）・G・92頁。
（備考）　たお，｛曲〕1934．卜12時期の緩達省苛掘薙税廃止額。ω1935．ト8時期の山西雀苛損薙税

　　　鹿止額については次のようた統音11がある。

　項　　　　目

社会的利益を妨暫

中央税源を妨害

璽複する租税

交通を妨害

他地域の課税を妨害

　　合　　　計

40件■

2
3
7
2

54

（乱〕

106，969ラ亡

15．134

11．254

68．198

63，32S

264，883

33件1
1
2
1

37

（b）

460，782元
17．860

　7．520

　2j820

488，982

（出所）　中央統計処繍r二年来廃除苛雑之統計」・『社会経済月報』3巻9期・社

　　　会経済調査所（上海）、1936年9月。フ1－72頁。

　
付
す
る
。
同
状
は
役
所
に
よ
る
農
地
所
有
権
の
証
明
で
あ
り
、

　
農
地
価
値
額
・
納
税
額
等
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
人
民
は
こ
れ

　
に
も
と
づ
い
て
県
政
府
に
困
賦
を
完
納
す
る
。

　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
方
法
は
安
価
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
地
主
層
に
よ
る
農
地
隠
し
や
そ

の
他
虚
偽
申
告
を
防
ぐ
こ
と
を
困
難
な
ら
し
め
た
と
恩
わ
れ
る
。

　
孫
群
談
話
か
ら
二
年
後
、
田
賦
整
理
の
た
め
の
農
地
算
定
作
業

が
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
。
第
二
次
全
国
財
政
会
議
に
出
席
し
た

省
財
政
庁
長
、
王
平
が
、
三
五
年
三
月
、
田
賦
整
理
方
策
を
太
原

経
済
建
設
委
員
会
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
方
策
の
要
旨
は
次
の

　
＾
η
）

通
り
。
④
省
政
建
設
十
年
計
画
案
に
も
と
づ
い
て
土
地
登
記
を
す

る
。
◎
「
総
理
の
主
義
」
（
三
民
主
義
）
に
も
と
づ
い
て
地
主
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

よ
る
「
自
行
報
価
」
（
地
価
の
自
己
申
告
）
を
行
な
わ
せ
る
。

　
こ
う
し
て
農
地
面
積
算
定
作
業
が
遅
れ
ぱ
せ
な
が
ら
開
始
さ
れ

た
が
、
元
来
、
因
賦
整
一
理
の
主
た
る
目
的
は
附
加
税
の
軽
滅
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
田
賦
正
税
徴
収
の
基
準
た
る
農
地
面
積
算
定
作

業
さ
え
も
重
大
な
間
題
を
は
ら
ん
で
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
附
加
税

問
題
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
全
国
の
主
要
な
省
に
お
い
て

田
賦
附
加
軽
減
・
苛
摘
雑
税
廃
止
が
た
と
え
形
式
的
に
も
せ
よ
報

告
さ
れ
た
一
九
三
四
年
七
月
－
三
五
年
八
月
の
期
間
、
山
西
省
で
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は
二
兀
の
附
加
税
軽
減
も
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
（
表
6
参

照
）
。
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
の
記
録
を
筆
者
は
知
ら
な
い
。

三
六
年
に
入
る
と
一
共
産
軍
の
山
西
東
征
や
日
本
軍
の
緩
遠
侵
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
〕

に
対
す
る
軍
事
作
戦
の
た
め
省
財
政
は
急
激
に
悪
化
し
た
。
筆
者

の
調
べ
た
か
ぎ
り
で
は
、
三
六
年
に
入
っ
て
省
政
権
が
租
税
軽
減

を
行
な
っ
た
こ
と
を
示
す
材
料
は
な
い
。
結
局
、
財
政
整
理
の
要

た
る
田
賦
附
加
軽
滅
は
日
中
戦
争
開
始
以
前
の
山
西
省
で
は
一
度

も
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
徴
収
の
実
を
あ
げ
る
た
め
の
法
令
的
整
備
に
は
そ
れ

な
り
に
努
カ
し
た
形
跡
が
み
え
る
。
当
時
省
政
府
に
よ
っ
て
公
布

さ
れ
た
田
賦
関
連
条
例
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
④
「
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
〕

訂
各
県
田
賦
滞
納
処
分
規
則
」
（
一
九
三
〇
年
八
月
八
日
公
布
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
〕

◎
「
催
収
各
県
田
賦
民
欠
弁
法
」
（
三
四
年
一
〇
月
二
〇
日
公
布
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
別
）

◎
「
田
賦
滞
納
処
罰
規
則
」
（
三
五
年
五
月
公
布
）
。

　
◎
は
④
の
改
訂
版
と
思
わ
れ
る
。
④
は
◎
に
く
ら
べ
て
処
罰
内

容
は
厳
し
く
、
処
罰
規
定
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
④
の
規
定
に
よ

れ
ぱ
、
罰
金
は
初
回
に
お
い
て
は
滞
納
田
賦
額
の
半
額
を
超
え
な

い
こ
と
、
処
罰
を
う
け
て
も
完
納
し
な
い
場
合
は
前
回
の
二
倍
の

罰
金
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
で
も
完
納
し
な
い
場
合
は
土
地

を
処
分
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
規
定
は
◎
に

．
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
財
政
整
理
事
業
が
全
国
的
に
推
進
さ
れ

る
な
か
で
、
省
政
権
が
一
定
程
度
の
穏
健
路
線
を
採
る
こ
と
を
強

い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
よ
う
か
。

　
◎
は
全
文
一
〇
力
条
。
ま
ず
「
災
害
を
根
拠
と
す
る
の
で
な
け

れ
ぱ
納
税
延
期
は
不
可
能
」
と
完
納
を
訴
え
る
。
徴
収
は
年
二
酊

で
、
上
半
年
は
一
月
一
目
－
五
月
三
〇
日
の
期
間
と
さ
れ
“
決
算

は
六
月
三
〇
日
。
下
半
年
は
七
月
一
日
i
一
一
月
三
〇
日
、
決
算

は
二
一
月
三
一
日
。
罰
金
額
は
滞
納
期
間
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た

が
、
罰
金
最
高
額
は
田
賦
正
税
額
の
三
割
を
超
え
な
い
こ
と
と
し

た
。
罰
金
使
途
に
つ
い
て
い
う
と
、
三
割
は
省
地
方
臨
時
収
入
、

三
割
は
県
財
政
局
、
四
割
は
県
地
方
留
保
分
と
さ
れ
た
。
こ
の
点
、

罰
金
使
途
に
つ
い
て
県
政
府
と
県
財
政
局
と
で
折
半
す
る
と
し
た

④
と
は
異
な
る
。

　
㊥
は
田
賦
滞
納
催
促
の
た
め
の
条
例
で
あ
る
。
財
政
庁
か
ら
県

に
む
け
て
催
促
の
た
め
の
委
員
を
派
遣
す
る
こ
と
、
委
員
は
県
長

と
協
カ
し
て
催
促
活
動
に
責
任
を
負
う
こ
と
、
催
促
の
た
め
の
活

動
期
間
は
三
力
月
と
す
る
こ
と
、
等
々
を
規
定
し
て
い
た
。

　
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
法
令
的
整
傭
は
ど
れ
ほ
ど
実
効
を
あ
げ

え
た
で
あ
ろ
う
か
。
断
定
的
な
こ
と
竺
言
え
な
い
が
、
筆
者
は
悲

観
的
な
推
測
を
し
て
い
る
。
さ
き
に
、
三
四
年
四
月
に
晋
綾
財
政
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整
理
処
に
よ
り
公
布
さ
れ
た
「
徴
収
人
員
舞
弊
懲
罰
条
例
」
を
引

い
た
が
、
こ
う
し
た
法
令
は
法
律
や
諸
規
則
が
ま
っ
と
う
に
運
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
現
実
を
証
言
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
㈹
　
苛
掲
雑
税
整
理
を
め
ぐ
っ
て

　
田
賦
附
加
が
農
村
部
に
居
住
す
る
地
主
・
農
民
層
に
対
す
る
公

権
カ
の
収
奪
で
あ
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
苛
掲
雑
税
は
主
要
に
は
都
市

都
の
商
人
・
小
生
産
者
に
対
す
る
公
権
カ
の
収
奪
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
山
西
省
関
係
資
料
に
接
し
た
か
ぎ
り
で
は
、
田
賦
附
加
に

対
す
る
農
村
都
か
ら
の
抗
議
の
動
き
を
筆
者
は
知
ら
な
い
。
他
方
、

都
市
部
か
ら
の
苛
掘
雑
税
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
次
の
記
録

を
得
た
。
三
二
年
一
〇
月
、
山
西
省
商
（
団
）
聯
（
合
会
）
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎜
）

大
会
が
採
択
し
た
決
議
が
そ
れ
で
あ
る
。
決
議
は
、
商
業
界
の
破

産
状
況
を
救
済
す
る
た
め
、
省
政
府
に
対
し
て
営
業
税
の
減
免
を

訴
え
か
け
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
民
間
サ
イ
ド
の
動
き
に
対
し
て
省
政
権
は
ど
の
よ
う

に
動
い
た
か
。
苛
禍
雑
税
を
め
ぐ
る
省
政
権
の
「
改
革
案
」
と
し

て
は
、
『
山
西
政
治
及
経
済
十
年
建
設
計
画
案
』
所
収
「
財
政
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
眺
〕

画
案
」
が
お
そ
ら
く
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
二

年
六
月
に
山
西
省
政
設
計
委
員
会
の
審
査
を
通
過
し
た
同
『
計
画

案
』
は
省
政
建
設
十
年
計
画
の
た
め
の
原
案
で
あ
っ
た
。
そ
の
一

都
を
な
す
「
財
政
計
画
案
」
は
苛
摘
雑
税
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
次

の
よ
う
な
草
案
を
含
ん
で
い
た
。

　
㈹
旧
税
整
理
関
係
で
は
、
①
「
営
業
税
分
年
弁
法
」
、
②
「
畜

税
・
屠
宰
税
・
斗
据
・
煤
据
・
出
産
税
分
年
弁
法
」
（
家
畜
税
．

屠
殺
税
・
穀
物
計
量
税
・
石
炭
税
・
特
産
物
移
出
税
に
づ
い
て
の

分
年
弁
法
）
、
③
「
斗
牙
税
分
年
弁
法
」
（
仲
買
人
計
量
税
分
年
弁

法
）
、
④
「
畜
牙
税
分
年
弁
法
」
（
家
畜
伸
買
税
分
年
弁
法
）
、
⑤

「
田
房
契
税
申
明
実
行
旧
章
弁
法
」
（
土
地
家
尾
売
買
契
約
税
の
旧

規
約
実
行
弁
法
）
。
以
上
の
各
旧
税
を
一
〇
カ
年
で
整
理
す
る
，
一

と
と
し
、
各
年
度
毎
の
手
続
を
大
ま
か
に
示
し
た
。

　
⑭
新
税
導
入
計
画
と
し
て
は
、
①
「
土
地
及
土
地
改
良
物
税
」
、

②
「
著
修
品
税
」
、
⑧
「
娯
楽
税
」
（
娯
楽
品
・
娯
楽
設
備
．
娯
楽

組
織
に
対
す
る
税
）
、
④
「
房
租
税
」
（
家
屋
賃
貸
税
）
、
⑤
「
特

種
収
益
税
」
（
投
機
事
業
所
得
に
対
す
る
税
）
、
⑥
「
自
用
車
税
」

（
自
家
用
車
輔
税
）
。
各
税
に
つ
い
て
採
用
時
期
、
趣
旨
を
述
べ
て

い
た
。

　
ω
で
は
、
右
記
各
税
に
つ
い
て
そ
の
徴
税
原
則
、
徴
税
制
度
が

明
示
さ
れ
、
漏
税
防
止
が
強
調
さ
れ
た
。
な
る
ほ
ど
「
旧
税
整

理
」
は
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
意
図
は
徴
収
の
厳
密
化
で
あ
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っ
た
。
「
額
外
浮
収
」
（
正
規
税
額
以
外
の
余
分
な
徴
税
）
の
禁
止

は
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
旧
税
の
減
税
を
き
っ
ぱ
り
と
主
張
し
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
⑭
に
よ
る
と
、
①
は
土
地
整
理
後
第
六
年
度
か
ら
、
②
⑧
は
第

四
年
度
か
ら
徴
収
を
始
め
る
と
定
め
ら
れ
た
。
④
⑤
⑥
は
第
四
年

度
か
ら
着
手
し
、
い
ず
れ
徴
税
の
た
め
の
条
例
を
個
々
に
制
定
す

る
と
定
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
㈹
で
は
こ
れ
ら
「
新
税
」
の
内

容
が
不
明
瞭
－
と
く
に
②
と
⑤
ー
で
あ
り
、
「
新
税
」
導
入

が
税
制
改
革
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な

い
。
「
新
税
」
の
性
椿
が
旧
来
の
雑
税
の
そ
れ
と
い
か
な
る
相
違

を
も
っ
て
い
た
か
と
い
う
点
が
明
示
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
原
案
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
山
西
省
に
お

け
る
苛
損
雑
税
整
理
へ
の
道
は
険
し
か
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

　
そ
の
後
の
実
際
の
過
程
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
管
見
の
か
ぎ
り

で
は
、
商
人
層
の
要
請
に
沿
っ
て
省
政
府
が
具
体
的
な
第
一
歩
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
）

踏
み
だ
し
た
の
は
、
三
四
年
秋
以
降
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同

年
九
月
、
省
財
政
庁
は
五
晶
目
に
つ
き
「
牙
税
」
（
問
屋
・
仲
買

業
者
に
対
す
る
課
税
）
廃
止
を
指
示
し
た
。
こ
れ
は
同
省
に
お
け

る
牙
税
鹿
止
の
端
緒
と
な
っ
た
。
対
象
品
目
は
核
桃
仁
（
く
る
み

の
実
）
、
牛
羊
骨
角
（
牛
・
羊
の
骨
・
角
）
、
猪
羊
小
腸
（
ブ
タ
・

羊
の
腸
）
、
蛋
青
蛋
黄
（
鶏
や
ア
ヒ
ル
の
卵
）
等
で
あ
っ
た
。
続

い
て
、
財
政
庁
は
野
菜
・
果
物
等
三
五
晶
目
の
牙
税
処
置
に
つ
い

て
の
件
を
閻
錫
山
に
具
申
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
一
晶
目
の
牙
税

鹿
止
が
決
定
さ
れ
た
。
太
原
市
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
時
七
〇
余

種
の
牙
税
が
横
行
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
う
ち
の
半
数
余

の
廃
止
は
同
市
の
商
況
回
復
に
と
っ
て
若
干
の
刺
激
と
な
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
牙
税
の
省
租
税
収
入
に
占
め
る
比
率
は

民
国
二
三
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
約
六
バ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な

　
＾
％
）

か
っ
た
。
だ
か
ら
牙
税
廃
止
は
省
財
政
全
体
か
ら
み
る
と
、
経
済

的
効
果
よ
り
も
政
治
的
効
果
を
ね
ら
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

他
の
苛
揖
雑
税
項
目
に
か
ん
す
る
個
別
対
策
に
つ
い
て
は
明
ら
か

で
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
当
時
の
山
西
省
に
お
け
る
苛
摺
薙
税
廃
止
成
績
に
つ
い
て
。
数

値
を
異
に
す
る
デ
ー
タ
が
三
種
あ
る
。
④
『
申
報
年
鑑
』
（
民
国

二
五
年
）
所
載
の
統
計
（
表
6
参
照
）
。
廃
止
さ
れ
た
苛
損
雑
税

額
は
一
九
三
四
年
七
－
＝
一
月
で
は
六
四
五
万
O
八
五
五
元
、
三

五
年
一
－
八
月
で
は
四
八
万
八
九
八
二
元
、
計
六
九
三
万
九
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅
〕

七
元
、
税
項
目
三
八
種
。
◎
中
央
統
計
処
が
発
表
し
た
統
計
。
三

四
年
七
－
二
一
月
で
は
四
五
万
O
八
五
五
元
、
六
種
、
三
五
年
一
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1
八
月
で
は
四
八
万
八
九
八
二
元
、
三
七
種
、
計
九
三
万
九
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
8
〕

七
元
、
四
三
種
。
◎
『
財
政
年
鑑
』
所
載
の
統
計
。
民
国
二
一
年

度
の
地
方
税
款
実
徴
額
か
ら
民
国
二
三
年
度
の
地
方
税
款
の
整

理
“
審
査
後
の
決
定
額
を
引
い
た
数
字
、
六
四
五
万
O
八
五
五
元

を
苛
摘
雑
税
廃
止
額
と
し
た
。

　
以
上
の
う
ち
④
と
◎
と
の
差
は
小
さ
い
が
、
◎
は
他
と
極
端
に

か
け
離
れ
た
統
計
で
あ
る
。
①
は
民
間
出
版
社
の
刊
行
物
で
あ
り
、

資
料
出
所
を
明
示
し
て
は
い
な
い
が
、
当
時
公
表
さ
れ
た
官
庁
統

計
を
資
料
源
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
二
種
は
れ
っ
き
と
し

た
官
庁
統
計
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
賞
料
源
か
ら
は
優
劣
を
論
じ

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ほ
ど
顕
著
な
数
値
の
差
異
は
、
苛
掲
雑

税
の
算
定
方
法
に
混
乱
や
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
、
作
業
中
に
脱
漏

が
生
じ
た
こ
と
等
を
窺
わ
せ
る
。
右
記
の
◎
だ
け
が
算
定
方
法
を

示
し
て
い
る
が
、
別
の
資
料
も
同
様
の
算
定
方
法
に
よ
っ
て
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
9
〕

同
額
の
数
値
を
記
載
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
審
訂
県
地

方
預
算
委
員
会
」
（
後
述
）
に
対
し
て
民
国
二
三
（
一
九
三
四
）

年
度
に
つ
い
て
一
〇
五
県
が
提
出
し
た
県
預
算
の
概
算
書
歳
出
合

計
は
四
二
二
万
七
七
五
七
元
で
あ
っ
た
。
同
委
員
会
は
審
査
に
よ

っ
て
こ
の
額
を
三
八
七
万
三
九
五
六
元
に
減
額
さ
せ
た
。
と
こ
ろ

で
、
民
国
二
一
年
度
の
県
地
方
の
実
際
支
出
総
額
は
一
〇
三
五
万

二
六
五
四
元
で
あ
ウ
た
か
ら
六
四
七
万
八
六
九
八
元
前
前
年
度
に

対
し
て
支
出
カ
ヅ
ト
に
な
る
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
論
理
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
歳
入
構
造
を
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ

て
苛
損
雑
税
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
態
度
で
は
な
い
。
歳
出

さ
え
切
り
つ
め
て
し
ま
え
ぱ
歳
入
は
こ
れ
に
見
合
っ
て
少
な
く
な

る
は
ず
だ
と
い
う
、
気
楽
な
発
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
既
引
の

威
勢
の
よ
い
「
成
果
」
が
現
実
の
財
政
整
理
事
業
を
カ
ム
フ
ラ
ー

ジ
ュ
す
る
た
め
の
宣
伝
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
筆
者
は
疑
っ
て
い

る
。　

ω
　
県
地
方
預
算
制
度
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

　
田
賦
附
加
も
苛
摘
雑
税
も
省
・
県
両
級
政
府
の
徴
収
す
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
財
政
整
理
事
業
は
地
方
財
政
全
体
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
省
政
府
は
自
ら
に
か
か
わ
る
部

分
の
解
決
を
回
避
し
て
、
県
財
政
の
乱
脈
振
り
の
方
を
、
財
政
整

理
に
と
っ
て
の
障
害
と
し
て
ヨ
リ
重
大
視
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一

九
三
〇
年
代
の
山
西
省
政
府
は
国
氏
政
府
主
計
処
の
指
導
に
た
い

し
て
毎
年
度
省
預
算
の
概
算
を
立
て
る
だ
け
で
お
茶
を
濁
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
財
政
整
理
を
め
ぐ
る
省
の
県
に

対
す
る
指
導
に
お
い
て
は
、
県
預
算
制
度
改
革
が
重
要
問
題
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
〕

っ
た
の
で
、
こ
の
側
面
を
以
下
に
み
て
み
た
い
。
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三
三
年
一
〇
月
、
県
村
財
政
関
係
の
条
例
案
が
省
政
府
委
員
会

会
議
に
提
出
さ
れ
、
決
議
を
へ
て
省
政
府
村
政
処
に
ま
わ
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
①
「
清
査
各
県
県
地
方
財
政
弁
法
」
、
②
「
監
督
県
地

方
財
政
弁
法
」
、
③
「
審
訂
県
地
方
預
算
弁
法
」
の
三
種
で
あ
っ

た
。
省
政
府
財
政
庁
は
こ
れ
ら
の
弁
法
に
則
っ
て
、
同
年
一
一
月
、

実
地
調
査
の
た
め
委
員
を
省
内
一
〇
五
県
に
派
遣
し
た
。
委
員
の

任
務
は
、
④
以
前
の
積
弊
の
調
査
、
◎
将
来
編
成
す
る
預
算
に
か

ん
す
る
意
見
の
具
申
、
の
二
点
で
あ
っ
た
。
調
査
は
「
三
力
月
」

す
な
わ
ち
三
四
年
二
月
ま
で
か
か
っ
た
。

　
三
四
年
三
月
、
省
財
政
庁
に
「
審
訂
県
地
方
預
算
委
員
会
」
が

設
立
さ
れ
た
。
財
政
庁
長
王
平
が
委
員
長
に
就
任
し
た
。
王
平
は

五
月
下
句
の
第
二
次
全
国
財
政
会
議
か
ら
戻
る
と
各
県
地
方
預
算

の
審
査
を
行
な
い
、
七
月
一
日
か
ら
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
決
定
公

布
し
た
。
同
委
員
会
に
よ
る
預
算
審
査
は
九
月
ま
で
に
は
完
了
し

た
。
審
査
に
よ
っ
て
、
県
政
府
の
実
際
の
支
出
金
額
が
概
算
書
の

歳
出
規
模
と
一
致
し
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う
事
実
が
判
明
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
同
年
七
月
一
日
に
始
ま
る
民
国
二
三
年
度
預
算
編

成
に
あ
た
っ
て
は
、
同
委
員
会
は
各
県
に
一
ニ
カ
条
の
注
意
事
項

を
与
え
た
。
そ
れ
は
、
地
方
概
算
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
歳
出
・

歳
入
の
二
部
門
に
分
け
る
こ
と
、
各
都
門
は
経
常
門
・
臨
時
門
に

分
け
る
こ
と
等
々
、
あ
ま
り
に
も
基
本
的
な
注
意
事
項
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
三
三
年
秋
か
ら
一
年
間
の
動
向
を
略
述
し
た
。
県
地
方

預
算
制
度
の
改
革
と
い
う
名
が
苛
掲
薙
税
の
廃
止
と
い
う
実
を
と

も
な
っ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
改
革
の

営
み
が
県
政
府
を
省
の
下
に
堅
固
に
掌
握
し
よ
う
と
い
う
意
図
を

も
っ
て
省
致
府
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
十
分
に
み
て
と
る

こ
と
が
で
き
る
。

三
　
綴
遠
省
に
お
け
る
財
政
整
理
事
業

　
…
　
田
賦
整
理
を
め
ぐ
っ
て

　
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
三
二
年
二
一
月
に
省
政
府
主
席
名
義
で
、

三
三
年
三
月
に
省
政
府
財
政
庁
名
義
で
そ
れ
ぞ
れ
田
賦
整
頓
の
指

　
　
　
　
　
　
　
＾
釦
〕

示
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
指
示
を
契
機
に
具
体
的
な
対

策
が
と
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
指
示
自
体
も
効
カ
を
も
た
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
省
政
府
が
混
乱
を
き
わ
め
た
田
賦
徴
収
を
解
決
す
る
た
め
「
整

理
糧
賦
処
」
設
立
を
定
め
た
の
は
、
三
六
年
二
月
で
あ
っ
た
。
省

政
府
は
同
処
活
動
要
領
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。
①
逃
亡
農
戸
・

家
族
の
跡
絶
え
て
し
ま
っ
た
農
戸
の
耕
地
に
新
た
に
農
戸
を
ま
ね

い
て
小
作
さ
せ
る
、
②
未
徴
収
分
の
田
賦
は
き
ぴ
し
く
取
り
た
て
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る
、
③
田
賦
台
帳
を
つ
く
る
、
④
土
地
所
有
台
帳
に
記
載
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
初
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

名
儀
を
実
際
に
あ
わ
せ
て
書
替
え
る
。
こ
う
し
て
田
賦
整
理
に
む

け
て
の
第
一
歩
が
踏
み
だ
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
経

過
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
筆
者
は
、
綬
遠
抗
戦
か
ら
日
中
戦
争
へ

と
続
く
激
動
が
財
政
整
理
の
課
魑
を
遥
か
遠
く
に
押
し
や
っ
た
と

推
測
す
る
。

　
参
考
ま
で
に
綬
遠
省
の
田
賦
附
加
軽
減
成
績
を
示
す
と
、
一
九

三
四
年
七
月
－
三
五
年
八
月
間
に
四
種
、
四
万
七
一
九
三
元
が
軽

　
　
　
　
　
＾
珊
）

減
さ
れ
た
と
い
う
（
表
6
参
照
）
。
前
年
度
に
同
省
で
徴
収
さ
れ

た
田
賦
附
加
税
の
わ
ず
か
五
・
五
バ
ー
セ
ン
ト
が
軽
減
さ
れ
た
に

す
ぎ
な
か
っ
た
（
表
2
参
照
）
。

　
②
　
苛
摘
雑
税
整
理
を
め
ぐ
っ
て

　
苛
揖
雑
税
廃
止
の
た
め
の
民
間
サ
イ
ド
の
動
き
と
し
て
は
、
一

九
三
四
年
八
月
、
綾
遠
市
で
苛
摘
雑
税
廃
除
促
進
会
が
組
織
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
気
〕

た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
そ
の
組
織
経
過
、
方
針
、

構
成
団
体
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
西
省
同
様
都
市
商
人
層
が
主

体
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
に
対
応
す
る
省
権
カ
側
に
よ
る
苛
摘
雑
税
廃
止
経
過
も
ほ

と
ん
ど
明
ら
か
で
は
な
い
。
三
四
年
八
－
二
一
月
の
期
間
に
廃
止

さ
れ
た
省
級
苛
掘
雑
税
項
目
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
稿

一
に
お
い
て
示
し
た
。

　
緩
遠
省
の
苛
掲
雑
税
廃
止
成
綬
に
つ
い
て
は
次
の
デ
ー
。
タ
が
あ

る
。
④
『
申
報
年
鑑
』
（
民
国
二
五
年
）
所
載
の
統
計
（
表
6
参

照
）
。
三
四
年
七
－
一
二
月
で
は
二
四
万
二
二
八
三
元
、
三
五
年

一
－
八
月
で
は
七
〇
万
四
一
一
九
元
、
計
九
四
万
五
五
〇
二
元
、

税
項
目
五
四
種
。
◎
中
央
統
計
処
が
発
表
し
た
統
計
。
三
四
年
七

－
二
一
月
で
は
二
六
万
四
八
八
三
元
、
五
四
種
、
三
五
年
一
－
八

月
で
は
七
〇
万
四
一
一
九
元
（
税
項
目
数
不
詳
）
、
計
九
六
万
九

　
　
＾
朋
〕

○
〇
二
元
。
◎
『
財
政
年
鑑
』
所
載
の
統
計
（
表
4
参
照
）
。
三

四
年
八
－
一
二
月
の
期
間
の
免
除
税
額
二
一
万
九
二
九
七
元
、
一

三
種
。
以
上
、
三
者
間
の
数
値
に
大
差
は
な
い
が
、
資
料
と
し
て

の
優
劣
を
判
定
す
る
こ
と
は
目
下
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。
い
ず

れ
の
算
定
方
法
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
㈹
　
県
地
方
預
算
制
度
の
改
革
そ
の
他
を
め
ぐ
っ
て

　
緩
遠
省
政
府
は
三
三
年
一
月
二
－
八
日
の
期
間
、
県
財
政
の
整

頓
を
目
的
と
し
て
省
財
政
会
議
を
開
催
し
た
。
同
会
議
の
決
定
事

項
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
新
聞
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

緩
遠
省
財
政
庁
長
蘇
体
仁
か
ら
次
の
よ
う
な
提
起
が
あ
っ
た
。
内

容
は
財
政
整
理
の
た
め
の
根
本
原
則
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
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①
県
財
政
は
中
央
政
府
の
規
定
す
る
弁
法
に
則
り
、
収
支
各
款

は
す
べ
て
県
財
政
局
に
よ
り
統
一
的
に
処
理
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
②
民
国
二
一
隼
度
分
よ
り
各
県
の
地
方
収
支
に
お
い
て
は
、

預
算
書
・
計
算
書
を
区
別
し
て
作
成
送
付
す
る
こ
と
と
し
、
省
政

府
の
審
査
を
へ
て
施
行
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
③
前
項
の
預

算
・
計
算
が
審
査
さ
れ
た
の
ち
に
は
、
い
か
な
る
必
要
性
が
生
じ

て
も
、
省
政
府
の
批
准
を
へ
ず
し
て
一
文
の
負
担
増
も
実
施
し
て

は
な
ら
な
い
。
④
税
収
の
名
目
が
繁
雑
で
税
率
が
苛
酷
で
あ
る
県

に
つ
い
て
は
、
省
財
政
庁
が
整
理
・
統
一
の
た
め
の
意
見
を
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
〕

し
、
改
定
に
そ
な
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
会
議
の
三
日
目
、
蘇
体
仁
か
ら
次
の
四
件
の
財
政
間
題
を
め
ぐ

る
解
決
策
に
つ
い
て
の
墾
言
が
あ
っ
た
。
①
各
県
の
保
衛
団
費
徴

収
に
か
ん
す
る
件
（
経
費
徴
収
に
あ
た
っ
て
一
偉
の
規
定
を
設
け
、

県
地
方
預
算
に
組
み
こ
む
。
県
財
政
局
の
管
理
下
に
置
き
、
収
支

の
統
一
的
管
理
を
実
行
す
る
）
。
②
県
政
府
各
機
関
の
累
積
赤
字

を
清
算
す
る
件
。
⑧
各
県
に
お
け
る
強
制
割
当
金
徴
収
方
法
の
規

定
に
か
ん
す
る
件
（
割
当
弁
法
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
、
一
律

に
県
財
政
局
が
徴
収
・
支
給
す
る
よ
う
に
す
る
）
。
④
附
．
加
税
の

　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

名
称
を
統
一
化
す
る
件
。

　
蘇
体
仁
に
よ
る
以
上
の
諸
提
案
は
、
県
地
方
財
政
を
め
ぐ
る
制

度
・
規
則
面
の
整
備
が
ま
っ
た
く
立
ち
遅
れ
て
い
た
こ
と
、
県
政

府
が
依
然
と
し
て
財
政
的
に
は
省
や
中
央
政
府
か
ら
相
対
的
自
立

を
も
っ
た
地
方
権
カ
と
し
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
同
財
政
会
議
で
意
図
さ
れ
た
も
の
は
そ
の
後
二
年
た

っ
て
も
な
ん
ら
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
五
年

三
月
、
省
財
政
庁
は
六
項
目
か
ら
な
る
「
人
民
負
担
を
軽
減
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
警

た
め
の
標
準
」
を
公
布
し
た
。
そ
の
第
一
、
第
二
項
は
次
の
よ
う

に
言
わ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
①
各
県
地
方
の
強
制
割
当
金
を
徴

収
す
る
さ
い
の
不
平
等
を
な
く
す
た
め
、
各
地
の
状
況
を
考
慮
し

て
公
平
な
方
法
を
定
め
る
。
②
県
地
方
預
算
を
調
査
し
て
、
規
模

を
縮
小
す
る
。

　
こ
れ
ら
二
項
は
、
省
に
よ
る
県
の
掌
握
が
依
然
と
し
て
さ
し
た

る
実
効
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
更
に
い
え
ぱ
、

そ
れ
は
省
政
府
が
財
政
整
理
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
解

決
能
カ
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
危
機
の
状
況
に
直
面
し
た
晋
綴
政
権
に
お
け
る
そ
の
問
題
解
決

能
カ
の
内
実
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
点
を
考
察
す
る
た
め
の

一
視
角
と
し
て
財
政
整
理
事
業
の
現
実
を
検
討
す
る
と
、
初
め
に
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筆
者
は
述
ぺ
た
。
と
こ
ろ
が
、
資
料
面
で
の
駐
路
が
甚
し
い
こ
と

も
あ
り
、
所
期
の
通
り
の
実
証
的
検
討
を
す
す
め
る
こ
と
が
叶
わ

な
か
っ
た
。
多
く
の
不
明
朗
な
論
点
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ

れ
た
。
以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
さ
さ
や
か
な
ま
と
め
を
し

て
お
き
た
い
。

　
①
中
央
政
府
の
提
唱
や
晋
綬
政
権
自
体
の
計
画
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
晋
綴
両
省
の
田
賦
整
理
は
ほ
と
ん
ど
実
行
さ
れ
な

か
っ
た
。
②
苛
損
雑
税
整
理
は
廃
止
成
繍
に
か
ん
す
る
統
計
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
9
〕

み
て
、
若
千
の
成
果
が
あ
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
⑧
県
地
方
預

算
制
度
運
用
の
側
面
か
ら
省
政
権
の
県
へ
の
指
導
1
1
掌
握
カ
を
み

る
と
、
省
は
県
財
政
を
ほ
と
ん
ど
掌
握
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
④
し
た
が
っ
て
、
自
己
に
と
っ
て
最
も
肝

心
な
内
政
課
題
で
あ
る
財
政
整
理
事
業
に
か
．
ん
し
て
、
晋
綬
政
権

は
間
題
解
決
能
カ
を
も
た
な
か
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
晋
綬
政
権
の
地
方
割
拠
支
配
は
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ク
ト

に
耐
え
る
だ
け
の
強
靱
さ
を
す
で
に
内
側
に
も
た
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　
む
ろ
ん
、
晋
綴
政
権
の
か
か
え
る
内
的
な
強
さ
、
あ
る
い
は
弱

さ
の
検
討
は
財
政
面
の
分
析
だ
け
で
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
稿

を
改
め
て
、
今
後
は
金
融
政
策
、
産
業
開
発
政
策
の
側
面
か
ら
課

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
0
）

題
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

　
（
1
）
　
一
九
三
五
年
一
一
月
、
国
民
党
第
五
回
全
国
代
表
大
会
に
提
幽

　
　
さ
れ
た
「
地
方
財
政
整
理
簡
要
報
告
」
と
題
す
る
説
明
普
の
一
部
。

　
　
小
林
幾
次
鄭
『
支
那
財
政
経
済
論
』
、
誰
文
閣
書
店
、
一
九
三
八
年
、

　
　
二
八
三
頁
。

　
（
2
）
　
財
政
都
財
政
年
鑑
編
纂
処
編
『
財
政
年
鑑
』
、
商
務
印
書
館
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
一
九
三
五
年
、
二
〇
八
八
頁
。
二
れ
ら
の
数
字
は
同
書
中
で
現
在
の

　
　
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
前
後
を
み
る
と
民
国
二
二
年

　
　
度
の
資
料
が
最
新
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
年
度
に
か
ん
す

　
　
る
数
字
と
推
定
し
た
。

　
　
　
な
お
、
一
九
三
〇
年
代
中
頃
（
年
度
は
不
詳
）
の
山
西
省
田
賦
に

　
　
つ
い
て
は
韓
玉
薔
に
よ
る
次
の
よ
う
な
分
析
も
あ
る
。

　
　
　
地
　
　
丁
六
、
五
七
一
、
八
十
九
・
九
元

　
　
　
租
課
　
七
四
、
四
二
四
・
三
三
元

　
　
　
米
豆
　
二
八
一
、
八
〇
三
・
四
元

　
　
　
正
税
含
計
　
六
、
九
二
八
、
〇
四
七
・
六
二
元

　
　
　
省
県
附
加
　
二
一
四
二
、
九
二
五
・
二
　
元

　
　
　
正
附
合
計
　
八
、
○
八
○
、
九
七
二
・
八
二
元

　
　
（
韓
玉
書
「
山
西
田
賦
之
現
状
及
整
理
之
方
案
」
、
汗
血
月
刊
社
編

　
　
『
田
賦
問
題
研
究
』
下
冊
、
汗
血
書
店
、
一
九
三
六
年
、
二
三
八
頁
）
。

　
（
3
）
　
孫
暁
村
編
「
苛
指
薙
税
報
告
」
、
章
有
義
編
『
中
国
近
代
農
業

　
　
史
資
料
』
第
三
輯
、
三
聯
警
店
、
一
九
五
七
年
、
一
六
－
一
七
頁
、

　
　
原
繊
『
農
村
復
興
委
員
会
会
報
』
二
一
号
、
一
九
三
四
年
五
月
。

　
（
4
）
　
『
財
政
年
鑑
』
、
二
〇
八
八
頁
。
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（
5
）
　
「
晋
省
人
口
囲
賦
調
根
」
、
『
地
政
月
刊
』
二
巻
一
一
期
、
一
九

　
三
四
年
一
一
月
、
九
頁
、
原
載
『
新
鰯
日
報
』
、
一
九
三
四
年
一
〇

　
月
二
三
日
o

（
6
）
　
国
民
政
府
主
計
処
歳
計
局
繍
刊
『
歳
計
年
鑑
』
第
四
集
、
一
九

　
三
七
年
、
五
章
一
四
二
－
一
四
三
頁
。

（
7
）
　
『
財
政
年
鑑
』
、
二
一
一
三
頁
。

（
8
）
　
同
右
、
二
三
四
一
－
二
三
四
六
頁
。

（
9
）
　
「
晋
財
整
処
頒
怖
懲
罰
条
例
」
、
『
中
行
月
刊
』
八
巻
四
期
、
一

　
九
三
四
年
四
月
、
九
一
－
九
二
頁
。

（
1
0
）
　
同
右
、
．
九
二
頁
。

（
1
1
）
　
『
天
津
大
公
報
』
（
以
下
、
犬
公
報
）
、
一
九
三
二
年
一
二
月
二

　
二
日
。

（
1
2
）
　
「
財
政
会
議
提
案
一
整
理
地
方
財
政
案
」
、
『
大
公
報
』
、
一
九
三

　
四
年
五
月
二
五
、
二
六
、
二
八
、
二
九
日
。

（
1
3
）
　
『
山
西
省
政
十
年
建
設
計
画
案
』
、
二
一
頁
、
邦
訳
『
山
西
省
政

　
建
設
十
年
計
画
』
、
目
満
実
業
協
会
、
一
九
三
五
年
、
二
五
頁
。

（
μ
）
　
『
計
画
案
』
の
た
め
の
タ
タ
キ
台
と
し
て
、
三
二
年
五
月
二
三

　
目
に
山
西
省
政
計
委
員
会
に
提
出
さ
れ
六
月
一
〇
日
に
審
査
を
終
了

　
し
た
『
山
西
政
治
及
経
済
十
年
建
設
計
画
案
』
（
沓
政
設
計
案
第
一

　
審
査
会
議
決
、
一
九
三
二
年
六
月
印
刷
）
が
あ
る
。
同
案
は
二
〇
種

　
類
の
計
画
草
案
か
ら
な
る
莫
大
な
文
書
で
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に

　
「
財
政
計
画
案
」
が
あ
る
。
「
整
頓
財
政
専
案
」
が
み
ら
れ
ぬ
現
在
、

　
こ
の
「
計
画
案
」
が
「
専
案
」
の
構
造
と
特
徴
と
を
窺
う
た
め
の
手

懸
り
で
あ
ろ
う
。

（
b
）
　
誼
1
2
の
「
整
理
地
方
財
政
案
」
を
参
照
。

（
1
6
）
　
「
各
省
田
賦
鳥
敵
一
山
西
晋
緩
整
理
田
賦
」
、
『
中
行
月
刊
』
七

　
巻
一
期
、
一
九
三
三
年
七
月
、
六
八
－
六
九
頁
。
な
お
、
孫
が
チ
ー

　
フ
と
な
っ
た
「
晋
緩
整
理
賦
税
委
員
会
」
は
、
そ
の
機
能
か
ら
み
て

　
誼
1
2
で
ふ
れ
た
「
財
政
計
画
案
」
中
に
み
え
る
「
省
田
賦
整
理
委
員

　
会
」
と
同
一
と
恩
わ
れ
る
。

（
〃
）
　
『
大
公
報
』
、
一
九
三
五
年
三
月
＝
一
目
。

（
1
8
）
　
孫
。
文
は
か
つ
て
「
民
生
主
義
」
に
お
い
て
、
「
地
個
は
地
主
自

　
身
が
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
ぺ
た
こ
と
が
あ
る
（
『
孫
中

　
山
選
集
』
下
巻
、
中
華
書
局
香
港
分
局
、
一
九
五
六
年
、
七
九
九

　
頁
）
。
な
お
、
保
志
俺
「
中
国
国
民
党
の
土
地
政
策
」
、
山
本
秀
夫
・

　
野
間
溝
編
『
中
国
農
村
革
命
の
展
開
』
、
ア
ジ
ァ
経
済
研
究
所
、
一

　
九
七
二
年
、
＝
三
八
員
参
照
。

（
1
9
）
　
前
記
拙
稿
に
て
詳
論
の
予
定
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
『
山
西
省
単
行
法
規
彙
編
』
（
民
国
二
四
年
輯
）
、
一
九
三
六
年
・

　
三
八
一
－
三
八
二
買
。

（
2
1
）
　
同
右
書
、
四
六
九
－
四
七
〇
頁
。

（
2
2
）
　
『
犬
公
報
』
、
一
九
三
五
年
五
月
二
二
日
。

（
2
3
）
　
『
大
公
報
』
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
五
日
。

（
〃
）
　
註
1
4
参
照
。

（
鴉
）
　
「
晋
決
分
期
廃
除
牙
税
」
、
『
中
行
月
刊
』
九
巻
四
期
、
一
九
三

　
四
年
一
〇
月
、
七
八
頁
。

（
2
6
）
　
山
西
省
政
府
秘
書
処
編
刊
『
山
西
省
統
計
年
鑑
』
（
民
国
二
三

　
年
扮
）
、
二
八
六
－
三
〇
〇
頁
。
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（
2
ア
）
　
「
二
年
央
廃
除
苛
雑
之
統
計
」
、
『
社
会
経
済
月
報
』
三
巻
九
斯
、

　
社
会
経
済
調
査
所
（
上
海
）
、
一
九
三
六
年
九
月
、
七
〇
貢
。

（
2
8
）
　
『
財
政
年
鑑
』
、
二
三
四
一
－
二
三
四
六
貢
。

（
2
9
）
　
「
晋
省
審
訂
各
県
預
算
決
定
廃
除
各
項
苛
雑
」
、
『
中
行
月
刊
』

　
九
巻
三
期
、
一
九
三
四
年
九
月
、
六
五
員
。

（
3
0
）
　
同
右
、
六
四
－
六
六
頁
。

（
3
1
）
『
大
公
報
』
、
一
九
三
二
年
＝
一
月
二
二
日
、
『
大
公
報
』
、
一
九

　
三
三
年
三
月
九
目
。

（
3
2
）
　
『
犬
公
報
』
、
　
一
九
三
六
年
二
月
一
三
目
。

（
∬
）
　
前
掲
「
二
年
来
廃
除
苛
雑
之
統
計
」
所
載
の
緩
遠
省
苛
損
雑
税

　
廃
止
統
計
も
表
6
と
同
じ
で
あ
る
。

（
3
4
）
　
『
大
公
報
』
、
一
九
三
四
年
八
月
九
目
。

（
お
）
　
「
二
年
来
廃
除
苛
雑
之
統
計
」
、
七
一
、
七
二
頁
。

（
3
6
）
　
『
大
公
報
』
、
一
九
三
三
年
一
月
一
〇
日
。

（
3
7
）
　
『
大
公
報
』
、
一
九
三
三
年
一
月
一
一
日
。

（
3
8
）
　
『
大
公
報
』
、
一
九
三
五
年
三
月
二
四
日
。

（
3
9
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
事
実
を
添
え
て
捷
論
を
補
強
し
て
お

き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
省
政
府
は
県
に
対
し
て
当
時
地
方
交
付
金
を

支
給
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
民
国
二

四
（
一
九
三
五
年
）
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
山
西
省
で
は
省
内
一

〇
五
県
に
対
し
て
総
額
九
三
万
九
一
九
三
元
、
一
県
あ
た
り
平
均
八

九
四
五
元
支
給
さ
れ
た
。
緩
遠
省
で
は
一
六
県
、
二
区
に
対
し
て
総

　
額
二
二
万
九
九
二
〇
元
、
一
県
あ
た
り
八
一
四
五
元
、
区
に
対
し
て

　
は
四
八
○
○
元
支
給
さ
れ
た
と
い
う
（
楊
汝
梅
『
国
民
政
府
財
政
概

　
況
論
』
、
中
華
書
局
、
一
九
三
八
年
、
三
六
三
頁
）
。
地
方
交
付
金
の

　
存
在
は
省
に
よ
る
苛
掲
雑
税
整
理
事
業
の
若
干
の
成
果
を
反
映
し
て

　
い
る
の
で
は
な
い
か
。
交
付
金
は
苛
損
雑
税
廃
止
に
よ
る
県
財
政
減

　
収
分
を
補
填
す
る
側
面
を
も
。
て
い
た
と
解
釈
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
4
0
）
　
産
業
開
発
政
策
を
め
ぐ
。
て
は
、
以
下
の
研
究
ノ
ー
ト
に
よ
っ

　
て
若
干
の
問
題
点
を
提
出
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
拙
稿
「
閻
錫

　
山
政
権
と
一
九
三
〇
年
代
山
西
省
に
お
け
る
経
済
変
動
」
（
現
代
中

　
国
学
会
編
『
現
代
中
国
』
第
五
八
号
、
一
九
八
四
年
四
月
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
城
犬
学
非
常
勤
講
櫛
）
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